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7月15日（月）に開催された男女共同参画委員
会にて、平成25年度東京都市大学男女共同

参画室の活動が承認されました。中村前学長
から、女性教員がいない学科に女性を入れる
活動を活発化してほしいと話がありました。
7月24日（水）には、男女共同参画室会議を開

催し、今年度の活動について話し合いました。
男女共同参画室員については、次号に掲載予
定です。

5月8日（水）

スタッフ顔合わせ

5月29日（水）
KBC五反田・大崎

6月5日（水）
KBC溝の口 坂戸

6月12日（水）
KBC雪谷ウエスト

6月26日（水）
KBC青葉台

7月3日（水）
KBC武蔵小杉・元住吉

4月24日（水）
KBC日吉

7月10日（水）
KBC豊洲・東雲

7月20日（土）-21日（日）世田谷キャンパスで開催されたオープンキャンパスで、
‘リケジョ’ 応援コーナーを設置しました。理工系進学を目指す女子中高生の不安や

疑問に都市大の現役女子学生が応える企画です。
相談人数は2日間合計で53人と盛況で、大学生活のこと、受験勉強のこと…話は尽き

ず、とても盛り上がっていました。女子高校生からは、「女子が少ないことが不安です
が、大丈夫ですか？」「授業は忙しいですか？」「学校は楽しいですか？」などの相談
があり、現役の女子学生と話をすることで安心できたと言ってくれた女子高校生が多く
見られました。都市大で学ぶ女子学生が増えると参画室も嬉しく思います。

東急グループの学童保育「キッズベースキャンプ」の依頼で、今年度19施設に科学実験
教室を行っています。この活動に際し学生を募集したところ、19名の学生（男子7名、女子
12名）より応募があり、学生が主体的に取り組んでいます。前期で8店舗実施し、9月以降
に11店舗を予定しています。今期のテーマは‘音’です。どのようにすれば子ども達に

‘音’の仕組みを伝えることができるか、紙芝居を作ったりそれぞれの学生スタッフが試行
錯誤しながら進めています。科学が好きな子ども達が増えるよう、今後も活動を続けます。

9月の予定

9/9（月） KBC三軒茶屋

9/11（水） KBC大井町

9/13（金） KBC大倉山

9/17（火） KBCたまプラーザ

7月17日（水）
KBC元住吉
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平成25年3月19日（火） 卒業式

3/13 FD研究会でクリッカーが利用されました。

平成25年4月2日（火） 入学式

平成25年6月19日（水） 学生と大学とのこんだん会

平成25年3月2日（土） コミュニティ・キッチン【トルコ編】開催

都市大に入学する学生に、男女共同
参画室を知ってもらうためにチラシを
配布しました。

男女共同参画室では、これから社会で
活躍する卒業生に向けて、卒業してか
らも大学と関わりを持ってほしいという
願いを込めてチラシを配布しました。

日本トルコ女性協会 さくら～れの協力により
等々力キャンパスの調理室にて「 コミュニティ・
キッチン ＜トルコ編＞ と題し、トルコ料理教室を

開催しました。日頃とは違った空間の中でキャン
パスを越えて参加された教職員の方々は、とても
リラックスし、料理も会話も弾んでいました。

クリッカー（双方向コミュニケーションツール）
の貸出しを行っています。お気軽に参画室ま
でお問い合わせください。学生と大学とのこんだん会で岡田室長

が男女共同参画室の活動についてア
ナウンスしました。

専門は、民事法（特に民法）です。文化財の所
有権に関する法制度および文化活動に関連す
る法律問題に関心があります。

学ぶことにゴールはありません。授業を通じて、学生のみな
さんと共に成長していきたいと思っています。

趣味は、舞台鑑賞、音楽鑑賞等です。
今年5月の歌舞伎座杮落とし公演で、久しぶりの歌舞伎鑑賞

をしました。音楽は、オーケストラよりも、室内楽を聴きに行く
ことが多いです。

社会言語学、談話分析。日・英語会話にお
けることばの使用を分析し、ことばと社会・文
化の相互関係を考察しています。

日々の気分転換は、愛犬のミニチュアダックスフント（雄・8歳）

と戯れることと、某韓国人歌手の美しい歌声に酔いしれること
です。

一人一人の学生に学ぶ楽しさを感じてもらえるよう、毎回の授
業を大切にしたいと思います。また、英語授業を通じて、言語、
文化の多様性を伝えることができればと思っています。

遺伝子工学および細胞生物学を専門とし、それらの応用
研究を行ってきました。現在は、プラズマで怪我や病気治
療をする研究で照射間隔・時間・距離などによって回復の
程度をみています。プラズマに関しては、都市大の研究
室に入ってから扱っているため、手探りながらも他大学の
方々と連携して研究をしています。

昨年度までは、ポストドクター研究員として、学生と関
わってきました。学生に対して、自分の立ち位置は、姉で
もなく母でもなく・・・背中を押してあげるような存在になり
たいと思っています。また、先生方とのパイプ役としての
役割も大切だと思います。研究室には今年4月から女子
学生が入り、全部で6名になったので盛り上がりそうです。

研究室に泊まることもあるので、皆で食事を作って食べ
たりしています。毎年、学生たちは、カレー、卵焼き、フレ
ンチトーストを覚えて卒業します。

ストレス発散は山登り。10年くらい前にロッククライミング

に誘われて、その方向から山登りにはまるようになりまし
た。一人になって考えたい時は、一人で山に登ってキャン
プをします。山から降りてきた頃には、なんでこんなに小さ
なことで悩んでいたんだろう･･･と吹っ切れています。しか
し、ホワイトアウトして一人で夜を過ごしたという怖い目に
あったことも…。
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新 任 女 性 教 員 紹 介 新任女性教員の皆さんからメッセージを頂きました！


